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米軍艦載機の着陸訓練の中止等について（要請） 

 

 

本日、防衛省より、ファクシミリにて空母ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練についての通

知を受けました。 

訓練については、天候等の事情がない限り、横田基地及び厚木基地では着陸訓練を実施しないとの

内容であり、安全性と基地の騒音の軽減に配慮がされたものと考えます。 

しかし、硫黄島において所要の訓練が実施されない場合には、横田基地及び厚木基地においてジェ

ット機を含む全機種の訓練が行われる可能性があり、住民の安全性への不安や、騒音による市民生活

への苦痛を与えます。 

 

このことから、次の３点を米軍に申し入れるよう、要請致します。 

（１） 横田飛行場及び厚木飛行場における米軍艦載機着陸訓練を行わないこと 

（２） 住民の平穏な生活を守る立場から、通常時における市街地上空の飛行に対して十分に

配慮すること 

（３） 米軍関係の航空機に関する情報を充分且つ速やかに提供すると共に、騒音等に関する

問合せに応ずること 

 

貴職におかれましてはこのような実情を十分にご勘案いただき、適切に対応されますようお

願い致します。 

 


